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看護学科
　教育課程（カリキュラム）看護学科の教育課程（カリキュラム）は、以下のとおりです。

科目区分 授業科目の名称 授業
回数

履修年次 単位数
１年 ２年 ３年 必修 選択前期 後期 前期 後期 前期 後期

教
養
教
育
分
野

人間と文化

日本語表現法Ⅰ 10 ○ 1
日本語表現法Ⅱ 10 ○ 1
英語Ⅰ 10 ○ 1
英語Ⅱ 10 ○ 1
歴史と文化 10 ○ 1
哲学入門 10 ○ 1

人間と社会

大学生活論 15 ○ 1
暮らしの中の法律 10 ○ 1
現代の社会 10 ○ 1
心理学 10 ○ 1

人間と科学

情報処理 10 ○ 1
自然科学入門 15 ○ 1
数理リテラシー 10 ○ 1
スポーツ実技 15 ○ 1

専

門

教

育

分

野

専門支持科目

生命科学と医療倫理 10 ○ 1
人間関係論 10 ○ 1
課題探究ゼミナール Ⅰ 8 1
課題探究ゼミナール Ⅱ 8 1
生活科学 10 ○ 1
家族論 10 ○ 1
人体構造と機能Ⅰ 15 ○ 1
人体構造と機能Ⅱ 15 ○ 1
人体構造と機能Ⅲ 15 ○ 1
生化学 1 5 ○ 1
微生物学 15 ○ 1
看護薬理学 15 ○ 1
病理学 15 ○ 1
病態治療学Ⅰ 15 ○ 1
病態治療学Ⅱ 15 ○ 1
病態治療学Ⅲ 15 ○ 1
病態治療学Ⅳ 15 ○ 1
栄養学 8 ○ 1
保健行動学 8 ○ 1
公衆衛生学 8 ○ 1
保健医療福祉サービス論 8 ○ 1

専
門
展
開
科
目

基礎看護学

看護学原論 23 ○ 2
看護倫理 8 ○ 1
臨床看護総論 15 ○ 1
基礎看護技術Ⅰ 8 ○ 1
基礎看護技術Ⅱ 30 ○ 2
基礎看護技術Ⅲ 15 ○ 1
基礎看護技術Ⅳ 30 ○ 2
看護過程論 15 ○ 1
基礎看護学実習Ⅰ 集中 ○ 1
基礎看護学実習Ⅱ 集中 ○ 2

領域別看護学

成人看護学概論 15 ○ 2
成人看護学援助論Ⅰ 30 ○ 2
成人看護学援助論Ⅱ 30 ○ 2
成人看護学実習Ⅰ 集中 ○ 3
成人看護学実習 集Ⅱ 中 3
老年看護学概論 8 ○ 1
老年看護学援助論Ⅰ 8 ○ 1
老年看護学援助論Ⅱ 23 ○ 2
老年看護学実 集習 中 ○ 3
小児看護学概論 8 ○ 1
小児看護学援助論Ⅰ 15 1
小児看護学援助論Ⅱ 23 ○ 2
小児看護学実習 集中 2
母性看護学概論 8 ○ 1
母性看護学援助論Ⅰ 15 ○ 1
母性看護学援助論Ⅱ 23 ○ 2
母性看護学実 集習 中 2
精神看護学概論 8 ○ 1
精神看護学援助論Ⅰ 15 1
精神看護学援助論Ⅱ 23 ○ 2
精神看護学実 集習 中 2

専門統合科目

看護管理論 8 ○ 1
在宅看護概論 8 ○ 1
在宅看護援助論Ⅰ 8 ○ 1
在宅看護援助論Ⅱ 23 ○ 2
在宅看護論実習 集中 2
災害看護 15 ○ 1
統合演習 30 ○ 2
統合実 集習 ○中 3
看護研究 15 1

総計（卒業要件100単位） 100 0

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○
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　卒業要件
卒業には、次の要件を満たさなければなりません。

（1）看護学科に３年以上在学すること。

 

休学期間は在学期間に含めません。

学長が特別な事情であると認める場合を除き、同一学年に２年を超えて在学することはできません。 

在学期間は６年を超えることができません。

（2）卒業に必要な単位を修得すること。

　必修科目100単位を「教養教育分野」及び「専門教育分野」から以下のとおり修得すること

教養教育分野 （必修）14単位

専門教育分野

専門支持科目 （必修）21単位

専門展開科目
基礎看護学 （必修）14単位

領域別看護学 （必修）37単位
専門統合科目 （必修）14単位
卒業要件：100単位

　卒業要件充足に伴う資格と称号
看護学科の所定の単位を修得し卒業要件を満たすと、看護師国家試験の受験資格が得られるととも

に、短期大学士（看護学）の学位が与えられます。

　履修登録単位数の上限
看護学科では、学生の皆さんが各年次にわたって適切に授業科目を履修できるように、年間の履修

登録単位数の上限を以下の通り定めています。

（１年次：38単位、２年次：41単位、３年次：21単位）

　実習
（1）実習の履修要件

以下の実習科目を履修するためには、次の要件を満たさなければなりません。

実習科目 要件

基礎看護学実習Ⅱ
（１年次）

＜単位修得が要件となる科目＞
論原学護看 ①　

理倫護看 ②　
Ⅰ術技護看礎基 ③　
Ⅱ術技護看礎基 ④　
Ⅲ術技護看礎基 ⑤　

論程過護看 ⑥　
Ⅰ習実学護看礎基 ⑦　

統合演習及び統合実習
（３年次）

すべての領域別看護学実習及び「在宅看護論実習」の単位
を修得していること。

― 60 ―

Ⅲ 履修について

k_onomatsu
テキストボックス




